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一

国
土
と
住
民

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
で
最
も
長
-
､
か
つ
最
大
の
多
島
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
｡
赤
道
を
は
さ
ん
で
北
緯
六
度
か
ら
南
緯

二

度
､
東
経
九
五
度
か
ら

一
四

一
度
の
間
に
位
置
し
､
南
北

一
､
八
八
八
キ
ロ
､
東
西
五
､

二

〇
キ
ロ
に
及
ぶ
広
大
な
海
域

■1

に

､

1
万
三
千
の
島
々
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
｡
面
積
は

1
九

〇
万
四
､
五
六
九
平
方
キ
ロ
で
､
日
本
め
約
五
倍
の
広
さ
で
あ
る
O

ボ
ル
ネ
オ
､
ス
マ
ト
ラ
な
ど
世
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
大
き
な
島
々
を
含
む
イ
ン
ド
.

,
T
t

シ
ア
の
島
峡
は
､
東
南
ア
ジ
ア
の
面

積
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
O
こ
れ
ら
の
島
々
は
､
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
外
縁
を
大
き
-
迂
回
す
る
よ
う
に
並
ぶ

1
大
弧
に

あ
り
､
さ
ら
に
ま
た
､
こ
の
弧
は
二
列
に
な
っ
て
い
て
､
外
側
は
外
縁
弧
､
内
側
は
内
縁
弧
と
い
う
｡

外
縁
弧
は
､
ア
ン
ダ
マ
ン
諸
島
I

ニ
コ
パ
ル
諸
島
､
シ
マ
ル
ー
エ
ー

こ
ア
ス
メ
ー
ン
タ
ワ
イ
諸
島
-

ス
ン
バ
ー

チ
モ
ー

ル
島
か
ら
､
曲
が
っ
て
セ
ラ
ム
ー

ス
ラ
ウ
ェ
シ
東
方
､
さ
ら
に
ボ
ル
ネ
オ
の
一
部
に
続
い
て
い
る
が
現
在
､
火
山
活
動
は
な
い
｡

内
縁
弧
は
ペ
グ
-
山
脈
か
ら
ス
マ
ト
ラ
ー

ジ
ャ
ワ
ー

フ
ロ
ー
レ
ス
島
､
さ
ら
に
ス
ラ
ウ
エ
シ
に
続
い
て
い
る
O
こ
こ
か
ら

3r=E

環
太
平
洋
系
の
島
晩
に
属
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に
連
な
り
､
さ
ら
に
北
上
し
て
琉
球
弧
の
方
に
至
っ
て
い

る

｡

こ
こ
は
火
山
帯

が
あ
り
､
多
-
の
火
山
が
活
動
し
て
い
る
｡

人
口
は
､

一
億
六
､
八
七
三
万

(
一
九
八
六
年
現
在
)
で
世
界
第
五
位
｡
こ
の
国
は
広
大
な
面
積
と
膨
大
な
人
口
を
擁
し
て
い

る
｡公

用
語
は
元
来
'
ス
マ
ト
ラ
に
発
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

(
マ
レ
ー
語
)
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
の
国
に
は
､
地
域
語

(バ

(2
)

ハ
サ
･
ダ
エ
ラ
)
と
称
さ
れ
る
二
五

〇
以
上
の
方
言
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
｡
三
〇
〇
以
上
の
民
族
集
団
が
存
在
し
､
伝
統
､
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第 1図 イン ドネシアの民族分布

1.ガヨ Gayo

2.アチェ Aeea

3.バタック Batak

4.ニアス Nias

5.ミナン カバウ Minang･knbau

6.メンタウェー Atentauai

7.ランボン Lanpong

8.イバン Iban

9.ダヤク Dayak

10.ンガシュ Ngas

ll.スンダ stLndd

12.ジャワ Jawa

13.マドラ Madllra

14.パリ Bali

15.スンバワ Sumbawa

16.ミナハサ Minahasa

17.トラジャ Toraja

18.マカッサル Maka8Sar

19.バジャウ Bajau

20.マンダライ Mandarai

21.アトニ Atmi

22.セラム Seram

23.タこンパル Tanimbal

24.イリアン IriaJtJaya

出典 : 『宝島スーパーガイ ド･アジア』第 3巻､イン ドネシア (改訂版) JICC出版局､

1987年｡
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第 2図 東南アジア諸島の言語分布

AI.スマトラ書き群

1 アチェ語

2 バタク語

3 ミナンカバウ語

4 マライ語

5 ランボン語

6 ニアス語

7 ムンタワイ語

ⅠⅠ.ジャワ語群

1 スンダ語

2 ジャワ語

3 マドゥラ語

ⅠⅠⅠ.カリマンタン語群

1 ダイヤ語

2 マライ語

3 バジョ語

ⅠⅤ.バリイ･ササク語

1 パリイ語

2 ササク語

3 スンバワ語

V.フィリピン喜吾系

1 サンギル

2 ミナハサ語

Vl.ゴロンタロ語群

Ⅵ!.トミニ語群

ⅥlL トラジャ語群

IX.ロイナン語群

X.プング･ラキ語群

ⅩL マカッサ/レ語.ブギス語

札 ビマ･スンバワ語群

ⅩⅠⅠⅠ.アムボン･チモール語群

1C アロール語 ~

2 チモール語

3 ウエタ/レ語

4 タこンパル語

5 アルー語

6 セラム語

(アムボン語)

7 ブル一語

ⅩⅠV.スーラ･バチャン語

ⅩⅤ.南ハルマヘラ語群

B.北ハルマヘラ語群

C.パプア語群

(メラニシア語系)

1 タガログ語

2 イロカノ語

3 ビコール語

4 ネグリー ト語

5 バタン語

ⅩⅤⅠⅠ.ビサヤ語群

(バナィ.セブ.ネグロ

ス.ポホール.サマ/レ

レイテ諸島)

XVIII.バラワン語

ⅩⅠX.マギンダナオ語群

1 マギンダナオ語群

2 ラナオ語

3 スルー語

XX.マライ語群

1 マライ語

2 ジャクソン語

3 サカイ語

4 スマン語

出典 :『世界地理風俗大系』第9巻､東南アジア諸島 ･太平洋諸島､誠文堂新光社､1963年
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言
語
､
宗
教
な
ど
を
異
に
し
て
い
る
｡
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
典
型
的
な
島
峡
国
家
か
つ
多
民
族
複
合
国
家
と
い
え
よ
う
｡

こ
の
国
は
､
複
雑
な
人
類
の
歴
史
の
集
合
体
で
あ
り
､
種
々
の
文
化
を
受
け
入
れ
た

″
る
つ
ぼ
″

(m
e
-t
in
g
po
t)
で
も
あ
る
｡

そ
し
て
こ
こ
に
は
､
多
種
多
様
な
動
物
や
植
物
お
よ
び
地
下
資
源
が
存
在
し
て
い
る
｡

｢イ
ン
ド
ネ
シ
ア
｣
と
い
う
言
葉
は
'
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
｡
こ
の
言
葉
を
最
初
に
使
用
し
た
の

は
､
1
･
R
･
ロ
ー
ガ
ン
(J
.R
.R
o
gan
)
で
あ
っ
た
.
彼
は

l
八
五
〇
年
､
『イ
ン
ド
群
島
と
東
イ
ン
ド
』
(J
ou
rn
a
l
of
th
e
Zn
d
ia
n

A
rch
ip
e
hlg
O
a,n
d
E
ast
Znd
ia
)
と
い
う
雑
誌
に
､
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
O

｢私
は
純
粋
に
地
理
学
上
の
用
語
と
し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
こ
と
ば
を
好
ん
で
使
う
が
'
そ
れ
は
単
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

諸
島
､
あ
る
い
は
イ
ン
ド
群
島
を
示
す
､
よ
り
短
い
同
意
語
に
す
ぎ
な
い
｡
私
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
こ
と
ば
が
､
ア
ン
ダ
マ

(3
)

ン
'
マ
ー
シ
ャ
ル
両
群
島
の
間
に
あ
る
諸
島
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る

｣
0

そ
の
後
'

1
九
世
紀
末
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
民
族
学
教
授
'
A
･
バ
ス
テ
ィ
ア
ン

(A
d
o
tf
B
astian
)
も
､
地
理
学
と
政
治
学

上
の
意
味
に
継
続
し
て
用
い
た
｡

｢イ
ン
ド
ネ
シ
ア
｣
と
い
う
用
語
は
､
tn
d
ia
ま
た
は
J
n
d
u
s
を
示
す
Zn
d
o
s
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
.
n
esiaは
n
esosと

同
意
語
で
､
″群
島
″
を
意
味
す
る
｡
″
イ
ン
ド
に
連
な
る
群
島
″
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
｡

以
後
､
｢
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
｣
と
い
う
言
葉
は
､
地
理
学
的
な
表
現
に
と
ど
ま
ら
な
く
な
り
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
の
指
導
者

た
ち
は
､
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
主
義
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
す
標
語
と
し
て
､
こ
の
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
｡

イ
ン
ド
､
中
国
間
の
十
字
路
か
ら
､
二
つ
の
大
洋
と
二
つ
の
世
界
大
陸
の
十
字
路
へ
と
､
文
化
の
意
識
や
住
民
の
移
動
と
い
っ

た
面
か
ら
み
て
も
､
ま
さ
し
-
'
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

″世
界
の
十
字
路
″
に
位
置
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡
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二

国
民
意
識
の
形
成
過
程

3

｢プ
デ
ィ
･
ウ
ト
モ
｣

広
域
に
わ
た
っ
て
'
島
峡
､
民
族
､
言
語
､
宗
教
､
文
化
な
ど
多
面
的
に
､
複
雑
に
入
-
組
ん
だ
多
様
性
を
特
色
と
す
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
家
は
､
国
家
的
統
合
の
困
難
性
を
か
か
え
て
い
る
｡
だ
が
'
｢多
様
性
の
中
の
統

一
｣
を
国
是
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

共
和
国
の
国
民
統
合
は
そ
れ
で
も
､
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
は
､
例
外
と
い
っ
て
も
い
い
位
に
､
こ
れ
ま
で
順
調
な
過
程
を
た

ど
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
｡

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
発
生
し
た
が
､
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
に
対
す
る
土
着
民
の
反
抗
は
､
そ
れ
以

前
に
も
し
ば
し
ば
お

こ
っ
た
｡

一
九
世
紀
だ
け
で
も
､
ジ
ャ
ワ
戦
争
､
ア
チ
ェ
戦
争
を
は
じ
め
三

〇
件
以
上
の
反
乱
が
発
生
し
て

(4
)

い
る
｡

だ
が
'
こ
れ
ら
の
反
オ
ラ
ン
ダ
闘
争
は
､
近
代
的
民
族
主
義
運
動
で
は
な
-
､
封
建
的
な
特
権
を
オ
ラ
ン
ダ
の
た
め
に
侵
害
さ

れ
た
土
候
や
貴
族
の
復
古
的
反
抗
か
､
あ
る
い
は
植
民
地
的
､
封
建
的
抑
圧
に
不
満
を
爆
発
さ
せ
た
農
民
の
自
然
発
生
的
な
反
抗

で
あ
っ
た
｡

組
織
化
さ
れ
た
文
化
的
民
族
主
義
の
最
初
の
組
織
は
､

一
九

〇
八
年
に
療
成
さ
れ
た

｢ブ
デ
ィ
･ウ
ト
モ
｣
(B

oediOetom
o)

で
あ
っ
た
｡
｢美
し
い
努
力
｣
を
意
味
す
る
こ
の
組
織
は
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運
動
の
出
発
点
と
み
な
さ
れ
る

｡同
年

一
〇

月
､
第

一
回
ジ
ャ
ワ
大
会
を
開
催
し
､
｢ジ
ャ
ワ
総
連
合

｣実
現
の
た
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
連
係
を
密
に
し
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

国
土
と
人
民
の
調
和
的
発
展
に
努
力
す
る
､
と
い
う
基
本
方
針
を
掲
げ
た
｡
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だ
が
植
民
地
政
庁
に
提
出
さ
れ
た
結
社
届
に
よ
れ
ば
､
ブ
デ
ィ
･
ウ
ト
モ
の
目
標
は
､
｢ジ
ャ
ワ
お
よ
び
マ
ド
ゥ
ラ
の
土
地
･
人

(5
)

民
の
調
和
的
発
展
｣
で
あ
っ
て
'
全
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
発
展
で
は
な
か
っ
た

｡

ま
た
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
ど
こ
ろ
か
自
治
の

要
求
さ
え
綱
領
に
掲
げ
ら
れ
な
か
っ
た
｡
そ
の
意
味
で
は
穏
健
で
非
政
治
的
で
あ
っ
た
｡

ブ
デ
ィ
･
ウ
ト
モ
は
結
成
後
､

一
年
で
ジ
ャ
ワ
の
知
識
人
や
地
方
官
史
に
支
持
者
を
広
げ
て
､
約

一
万
人
の
会
員
と
四
〇
〇
支

部
を
も
つ
ま
で
に
発
展
し
た
｡
だ
が
'

一
般
大
衆
に
ま
で
働
き
か
け
る
意
欲
と
方
法
に
欠
け
て
い
た
｡

仏

､
｢サ
リ
カ
ッ
ト

･
イ
ス
ラ
ム
｣
(｢回
教
連
盟
｣
)

1
九

二

一年
に
､
｢
サ
リ
カ
ッ
ト
･
イ
ス
ラ
ム
｣

(Sarekat
tstam
回
教
連
盟
)
が
結
成
さ
れ
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
運

動
は
'
文
化
的
民
族
主
義
の
段
階
か
ら
政
治
的
民
族
主
義
の
段
階
に
入
っ
た
｡

こ
の
前
身
と
し
て
当
初
､
回
教
商
業
連
盟

(Sarek
at
D
a
ga
ng
-S-am
)
が
､
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
界
へ
の
華
僑
の
侵
入
に
抵
抗
す

る
ジ
ャ
ワ
商
人
の
組
織
と
し
て
発
足
し
た
の
だ
が
､
相
互
援
助
を
強
調
す
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
商
人
の
回
教
商
業
連
盟
は
､
勢
力
が
増

大
す
る
に
つ
れ
て
､
創
業
者
た
ち
の
意
図
を
こ
え
て
進
展
し
て
い
っ
た
｡

一
九

二

一年
の
初
め
､
ス
ラ
カ
ル
タ
や
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
､
回
教
商
業
連
盟
の
戦
闘
的
な
青
年
会
員
の
扇
動
に
よ
っ
て
､
華
僑
商

品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
商
店
の
打
ち
壊
し
や
暴
行
事
件
が
生
じ
た
｡
植
民
地
政
庁
は
同
連
盟
を
数
ヵ
月
間
､
禁
止
し
た
が
､
そ
の
結

果
､
同
連
盟
は
､
同
年
九
月
'
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト

(R
a
d
en
O
em
ar
Sa
i
d
づ
jokr〇･A
m
inoto)
の
指
導
の
下
に
､
｢サ
リ

カ
ッ
ト
･
イ
ス
ラ
ム
｣
(｢回
教
連
盟
｣
)
と
し
て
再
組
織
さ
れ
た
｡

サ
リ
カ
ッ
ト
･イ
ス
ラ
ム
の
指
導
層
は
､
知
識
人
､
回
教
指
導
者
､
商
人
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
成
っ
て
い
た
ノ｡
ま
た
､
チ
ョ

ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
を
は
じ
め
'
指
導
者
の
多
-
は
､
経
済
的
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
社
会
の
中
間
所
得
者
層
の
出
身
で
あ
っ
た
｡
こ
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(6
)

れ
ら
指
導
層
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
､
基
本
的
に
は
民
族
改
良
主
義
で
あ
っ
て
､
革
命
的
で
は
な
か
っ
た
｡
す
な
わ
ち
､
機

が
熟
し
た
ら
､
こ
の
組
織
を
発
展
さ
せ
て
植
民
地
政
権
と
協
調
し
な
が
ら
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
治
な
い
し
独
立
を
達
成
し
ょ
う

と
考
え
て
い
た
｡

だ

が

､
サ
リ
カ
ッ
ト

･
イ
ス
ラ
ム
の
綱
領
に
は
､
政
庁
の
弾
圧
を
避
け
る
た
め
に
､
十
ン
ド
ネ
シ
ア
人
民
の
経
済
､
文
化
､
宗

教
的
発
展
に
言
及
し
た
に
と
ど
め
ら
れ
､
政
治
問
題
に
つ
い
て
全
-
触
れ
て
い
な
か
っ
た
℃

サ
リ
カ
ッ
ト

･
イ
ス
ラ
ム
は
､
当
初
か
ら
広
範
な
支
持
を
受
け
て
急
速
に
広
が
り
､
都
市
に
も
農
村
に
も
支
部
が
相
次
い
で
結

(7
)

成
さ
れ
､

一
九

一
六
年
ま
で
に
八

〇
の
支
部
と
三
六
万
の
会
員
を
擁
す
る
に
至
っ
た
｡

第

一
次
大
戦
は
､
植
民
地
解
放
運
動
に
拍
車
を
か
け
た
｡
そ
し
て
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
社
会
主
義
の
洗
礼
を
受
け
た
労
働
組
合

活
動
が
活
発
と
な
り
､
こ
の
労
働
組
合
が
し
だ
い
に
､
サ
リ
カ
ッ
ト

･
イ
ス
ラ
ム
に
と
っ
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
｡
サ
リ
カ
ッ
ト

･
イ
ス
ラ
ム
は
広
範
な
農
民
層
の
支
持
を
集
め
た
が
､
彼
ら
は
あ
ま
り
党
費
を
支
払
わ
ず
､
ま
た
村
落
に
は
有

能
な
指
導
者
が
少
な
く
､
そ
う
し
た
事
情
か
ら
､
指
導
層
は
都
市
労
働
者
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
り
､
そ
の
結
果
､
組
織
は
し
だ

い
に
急
進
的
に
な
っ
て
い
っ
た
｡

一
九

一
七
年
の
大
会
総
会
で
は
､
サ
リ
カ
ッ
ト

･
イ
ス
ラ
ム
の
新
綱
領
が
採
択
さ
れ
た
｡
そ
こ
で
は
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
の

(8
)

た
め
､
政
治
闘
争
を
行
な
う
こ
と
や
､
｢罪
深
き
資
本
主
義
｣
に
反
対
し
て
戦
う
こ
と
が
強
調
さ
れ

た

｡

サ
リ
カ
ッ
ト
･イ
ス
ラ
ム

は
労
働
組
合
の
ほ
と
ん
ど
を
傘
下
に
収
め
､
約
二
五

〇
万
の
党
員
を
擁
し
て
､
名
実
と
も
に
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
の
支
配

勢
力
と
な
っ
た
｡

㈲

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党

(p
K
-
)
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第

一
次
大
戦
後
の
経
済
不
況
は
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
一
般
大
衆
の
生
活
を
直
撃
し
た
｡
こ
の
時
期
に
'
サ
リ
カ
ッ
ト

･
イ
ス
ラ

ム
の
傘
下
に
あ
っ
た

｢東
イ
ン
ド
社
会
民
主
主
義
協
会
｣

(Indische
S
ociaa
t･D
em
ocratische
V

ere
inigi
n
g.
or
IS
D
V
)

は
､
ロ
シ
ア
革
命
を
契
機
と
し
て
､
そ
の
革
命
的
性
格
を
い
っ
そ
う
強
め
'
1
九
二
〇
年

'
I
S
D
V
は

｢
東
イ

ン
ド
共
産
党
｣

(P
a
r
t
ij
d
e
r
K
o

m
m
unisten
in
Hndie)
と
改
名
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
､
同
党
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
初
の
共
産
主
義
組
織

と
し
て
成
立
し
た
｡

同
党
は
､
一
九
二
四
年
､
｢
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
｣
(P
a
r
taiK
o
m
unis
lnd
o
n
esia,or
PK
l)
と
改
め
'

今
日
に
至
っ
て
い
る
｡

p
K
I
は
､
地
方
に
支
部
を
つ
-
り
'
サ
リ
カ
ッ
ト
･
イ
ス
ラ
ム
と
民
族
主
義
運
動
に
お
い
て
主
導
権
争
い
を
展
開
し
た
｡
サ

リ
カ
ッ
ト
･
イ
ス
ラ
ム
は
内
部
対
立
も
あ
っ
て
､
最
初
の
勢
い
が
衰
え
て
い
っ
た
0

p
K
I
は
資
本
主
義
の
打
倒
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
-

社
会
主
義
革
命
の
達
成
を
闘
争
目
標
と
し
た
｡
だ
が
､
急
進
的

な
こ
の
闘
争
目
標
は
､
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
実
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
､
西
ジ
ャ
ワ
と
西
ス
マ
ト
ラ
の
反
乱
も
あ
っ
け
な

-
'
鎮
圧
さ
れ
た
｡

㈱

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党

(p
N
-
)

サ
リ
カ
ッ
ト
･
イ
ス
ラ
ム
の
衰
退
と
反
乱
後
の
共
産
党
の
崩
壊
は
､
も
う

1
つ
の
民
族
主
義
的
組
織
を
誕
生
さ
せ
た
｡

オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
在
住
の
学
生
や
そ
の
他
'
ジ
ャ
ワ
の
主
要
都
市
で
研
究
会
を
組
織
し
て
い
た
指
導
者
た
ち

が

､

1
九
二
七
年
に
､
｢イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
｣
(P
a
r

taiNatio
n
a
t
Zndo
n
esia.or
PN
Z)
を
結
成
し
た
.
カ
リ
ス
マ
性
に

富
ん
だ
党
首
､
ス
カ
ル
ノ
(K
o
esn
o
S
o
sv
o
S
oekarn
o
)
は

､イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
を
再
建
す
る
た
め
の
最
も
重
要
な
条
件
は
､

｢民
族
の
自
由
｣
で
あ
り
､
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
'
帝
国
主
義
を
追
放
す
る
努
力
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
｢民
族
政
権
｣
を
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樹
立
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
｡
そ
し
て
国
民
党
の
組
織
的
力
量
の
母
体
は
大
衆
で
あ
り
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
的
自
由

と
独
立
を
達
成
す
る
た
め
に
は
､
全
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
お
お
う
大
波
の
よ
う
な
大
衆
活
動
こ
そ
が
真
の
力
と
な
る
｡
つ
ま
り
'
｢大

(9
)

衆
主
義
｣
(M

avhaenism
)
を
力
説
し
た
の
で
あ
る
.

国
民
党
は
､

〟イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
″
と
い
う
直
裁
な
ゴ
ー
ル
を
ひ
た
む
き
に
強
調
し
た
｡

そ
の
勢
力
は
､

一
九
二
九
年
末

ま
で
に
急
速
に
伸
び
､
組
織
は
ジ
ャ
ワ
の
み
な
ら
ず
､
ス
マ
ト
ラ
､
ボ
ル
ネ
オ
､
ス
ラ
ウ
土
シ
そ
の
他
の
地
域
に
も
拡
が
り
､
全

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
及
ん
だ
｡

同
党
は
他
の
民
族
主
義
諸
組
織
に
も
呼
び
か
け
て
､
一
九
二
七
年
､
｢
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
民
政
治
組
織
連
合
｣
(p
erm
oefakatan

Perhimp
en
an
P
o-itiek
K
e
bangsaan
-nd
o
n
esia}or
PPPK
-)
を
結
成
し
､
民
族
独
立
運
動
の
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
た

｡

内
部
に
複
雑
な
民
族
的
多
様
性
を
包
含
し
た
単

一
の
国
民

､
そ
し
て
こ
の
国
民
の
希
望
に
応
え
る
近
代
国
家
の
実
現
を
め
ざ
し

た
の
で
あ
る
｡
こ
の
考
え
は
､
前
述
し
た
サ
リ
カ
ッ
ト

･
イ
ス
ラ
ム
や
P
K
I
に
も
存
在
し
て
い
た
が
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党

(10
)

は
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
運
動
を
尖
鋭
化
し
て
､
支
持
層
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡
目

的
を
限
定
す
る
ほ
う
が
多
様
な
要
素
間
で
の
協
力
が
容
易
に
な
る
と
ス
カ
ル
ノ
は
考
え
た
か
ら
で
あ
る
｡

そ
の
後
､
第
二
次
大
戦
ま
で
曲
折
を
た
ど
り
な
が
ら
も
､
独
立
を
達
成
す
る
た
め
の
｢民
族
集
中
｣

(Nation
aa-Co
ncentratie
)

へ
と
収
赦
し
て
い
-
の
で
あ
る
｡
そ
の
集
大
成
が
'
一
九
三
九
年
の
｢イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
治
連
合
｣
(G
a
b
o
enganP
o-itik
lndo
n
esia-

o
r
G
A
P
l)
だ

っ
た
｡

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の

国
民
統
合
は
､
現
在
に
至
る
ま
で
､
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も
唯

一
例
外
的
に
順
調
に
推
移
し
て
き
た
と

さ
れ
る
｡
と
い
う
の
も
､
あ
る
特
定
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
が

｢民
族
｣
化
し
た
り
､
分
離
独
立
運
動
の
主
体
と
な
る
と
い
う
意
味

1‖
)

で
の
危
機
的
な
政
治
状
況
が
出
現
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
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具
体
例
と
し
て
は
､

一
九
四

〇
年
代
末
か
ら
六

〇
年
代
初
頭
の
長
期
に
わ
た
っ
て
'
西
ジ
ャ
ワ
､
中
ジ
ャ
ワ
北
岸
､
ア
チ
ェ
､

南
ス
ラ
ウ
エ
シ
'
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
な
ど
の
諸
地
域
で
展
開
さ
れ
た
タ
ル
ル
･イ
ス
ラ
ム
運
動

(D
a
r亡
〓
S-am
)
や
､

一
九
五

〇

年
末
に
､
西
ス
マ
ト
ラ
､
北
ス
ラ
ウ
エ
シ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
P
R

R
r
P
erm

esta運
動
が
あ
る
が
､
こ
れ
ら
は
､
地
域
の
分
離

独
立
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
-
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
の
体
制
選
択
を
め
ぐ
る
､
も
し
く
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
央
政
府

の
正
当
性
を
め
ぐ
る
闘
争
で
あ
っ
た
｡

し
た
が
っ
て
､
こ
れ
ら
の
事
件
が
生
じ
る
た
び
に
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
国
家
の
枠
組
み
は
'
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
て
い
っ

(12
)

た
の
で
あ
る
｡三

ス
ハ
ル
ト
軍
事
政
権
の
構
造

3

軍
事
支
配
の
要
因

ス
カ
ル
ノ
体
制
か
ら
ス
ハ
ル
ト
体
制

へ
と
移
行
す
る

1
九
七

〇
年
代
以
降
は
､
政
治
家
の
能
力
と
は
統
治
能
力
で
あ
り
､
政
治

化
し
た
経
験
を
も
つ
住
民
集
団
を
い
か
に
｢非
政
治
化
｣
す
る
か

､
政
治
的
動
員
の
レ
ベ
ル
を
低
い
水
準
に
抑
え
こ
ん
だ
ま
ま
で
､

(13
)

国
民
国
家
の
建
前
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
-
の
か
と
い
う
点
に
集
中
す
る
｡
そ
し
て
経
済
開
発
を
最
大
の
課
題
と
す
る
軍
事

政
権
が
今
日
ま
で
持
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

そ
れ
で
は
､
こ
の
よ
う
な
軍
事
支
配
の
要
因
は
何
だ
ろ
う
か
｡

第

一
に
､
国
家
基
盤
が
ま
だ
弱
体
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
民
族
､
言
語
､
文
化
そ
の
他
の
面
で
多
種
多
様
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
､

独
立
を
達
成
し
て
も
対
立
や
抗
争
が
絶
え
な
か
っ
た
｡
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国
家
意
識
が
定
著
し
に
-
い
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
､
東
南
ア
ジ
ア
の
言
葉
で
は

｢国
家
｣
と

｢都
市
｣
と
い
う
言
葉
は

同

l
で
あ
り
,
王
家
所
有
地
の
首
都
そ
れ
自
体
が
完
結
し
た
国
家
と
い
う
こ
L
で
あ
っ
て
､
伝
統
的
に
､
ひ
ろ
い
広
が
り
を
支
配

(14
)

す
る
と
い
う
領
域
支
配
の
観
念
が
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
｡
し
た
が
っ
て
国
境
は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で
あ
っ
た
｡
現
在
の

よ
う
な
国
境
観
念
を
も
ち
こ
ん
だ
の
は
､
植
民
地
支
配
で
あ
っ
た
｡

こ
の
よ
う
に
国
家
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
や
国
の
内
外
で
抗
争
が
絶
え
な
い
㌢
と
か
ら
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
新
生
国
家
に
と
っ

て
､
圧
倒
的
な
制
圧
力
を
も
つ
軍
部
は
'
国
家
建
設
の

｢守
護
者
｣
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
｡

第
二
に
､
外
国
資
本
と
の
関
連
が
あ
る
｡
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
七

〇
年
代
に
入
っ
て
､
輸
出
指
向
型
の
工
業
化
政
策
を
強
力
に
推

進
し
て
い
-
が
'
そ
の
た
め
に
は
国
内
資
本
だ
け
で
は
不
十
分
で
'
外
国
資
本
の
積
極
的
な
導
入
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡

外
資
が
発
展
途
上
国
に
進
出
す
る
基
本
的
な
前
提
条
件
で
あ
る
安
定
し
た
体
制
と
強
力
な
指
導
力
を
､
も
っ
と
も
手
早
-
実
現

で
き
る
の
は
軍
事
政
権
で
あ
っ
た
｡
発
展
途
上
国
同
士
が
必
死
に
な
っ
て
外
資
を
奪
い
合
う
状
況
下
で
､
い
ち
早
-
外
資
の
望
む

強
力
で
安
定
し
た
体
制
を
実
現
す
べ
-
､
軍
部
や
警
察
が
政
治
､
経
済
､
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
介
入
し
て
い
-
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
軍
部
は
'
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
連
携
し
て
開
発
政
治
を
推
進
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

ち
な
み
に
､
七

〇
年
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
外
国
資
本
の
投
入
状
況
の
変
化
を
み
る
と
'
七

一
年
の
約

一
九
億
ド
ル
か

(15
)

ら
､
七
八
年
の
約
七
七
億
ド
ル
へ
と
､
四
倍
の
飛
躍
的
伸
長
ぶ
り
が
わ
か
る
｡

第
三
に
､
軍
隊
は
発
展
途
上
国
に
お
い
て
'
も
っ
と
も
合
理
的
で
近
代
化
さ
れ
た
公
共
機
関
で
あ
る
か
ら
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
近

代
化
推
進
の
主
要
な
担
い
手
と
な
る
の
で
あ
る
｡
ま
ず
軍
は
本
来
'
外
国
の
軍
に
対
す
る
対
抗
制
度
で
あ
る
｡
軍
は
自
国
の
社
会

の
中
で
機
能
す
る
の
で
あ
る
が
､
外
国
の
軍
隊
と
の
比
較
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
価
値
が
決
ま
る
｡
つ
ま
り
軍
人
は
､
国
際
水
準
に

つ
い
て
優
れ
た
意
識
と
'
自
分
の
所
属
す
る
社
会
の
弱
点
に
関
し
て
の
優
れ
た
感
受
性
を
も
つ
｡
こ
の
種
の
国
際
感
覚
は
､
軍
の
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も
つ
近
代
性
の
重
要
な
特
性
で
あ
る
｡

次
に
､
軍
は
合
理
性
に
関
心
が
強
-
､
そ
れ
自
体
の
実
効
性
は
日
常
的
有
効
性
の
実
用
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
｡
そ
し
て
軍
は
､
自
ら
を
よ
り
客
観
的
に
か
つ
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
見
つ
め
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
｡
す
な
わ
ち
､
合
理
性
､

実
効
性
､
熟
練
性
を
具
備
す
る
近
代
組
織
で
あ
る
｡
M
I
T
レ
ポ
1
-
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
｡

｢技
術
的
訓
練
な
い
し
行
政
的
な
熟
練
の
機
会
は
､
し
ば
し
ば
軍
隊
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
熟
練

の
多
-
は
道
路
や
通
信
組
織
の
建
設
､
あ
る
い
は
衛
生
改
善
の
た
め
の
部
落
の
組
織
化
と
い
っ
た

一
般
的
な
任
務
に
た
や
す
-
転

換
で
き
る
｡
-
-
兵
役
は
職
業
教
育
と
な
り
､
工
業
で
必
要
と
さ
れ
る
熟
練
を
農
民
に
与
え
る
｡
徴
兵
制
を
採
用
す
る
諸
国
は
､

(16
)

お
そ
ら
-
徴
兵
制
の
建
設
的
側
面
に
い
っ
そ
う
着
目
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
｣｡

国
防
上
の
役
割
の
み
な
ら
ず
､
軍
隊
は
徴
兵
制
を
施
行
し
て
国
民
の

一
体
感
を
育
成
し
､
技
術
的
行
政
的
な
訓
練
を
し
て
､
旧

支
配
層
に
代
わ
る
新
し
い
エ
リ
ー
ト
た
ち
を
送
り
出
す
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ

ム

必

軍
部
主
導
の
協

同

国

家

体

制

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
事
政
権
の
大
き
な
特
色
は
'
軍
や
警
察
が
組
織
全
体
と
し
て
､
政
治
､
行
政
､
経
済
な
ぜ
の
あ
ら
ゆ
る
領
域

に
進
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
い
わ
ゆ
る

｢国
軍
の
二
重
機
能
｣
で
あ
る
｡
中
央
政
府
レ
ベ
ル
で
は
閣
僚
の
約
半
数
が
将
官
､

中
央
官
庁
の
局
長
ク
ラ
ス
に
も
大
量
の
軍
人
が
配
置
さ
れ
､
地
方
レ
ベ
ル
で
は
知
事
の
ほ
と
ん
ど
が
軍
人
で
あ
る
｡
ま
た
有
力
企

業
の
す
べ
て
に
､
現
役
､
退
役
の
軍
人
が
経
営
者
と
し
て
加
わ
っ
て
お
り
､
こ
の
よ
う
に
し
て
軍
事
以
外
の
領
域
に
従
事
し
て
い

(17
)

る
現
役
兵
は
､
全
体
の
三
分
の

一
に
及
ん
で
い
る

｡

こ
う
し
た
状
況
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
近
代
化
や
工
業
化
を
急
ぐ
発
展
途
上
国
で
は
､
非
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常
事
態
か
ら
国
家
を
救
う
守
護
者
と
し
て
登
場
し
た
軍
部
が
実
権
を
握
り
､
国
内
の
長
期
的
安
定
を
め
ざ
し
て
官
僚
組
織
と
連
合

し
て
'
資
本
家
､
組
合
'
教
育
機
関
な
ど
を
包
摂
し
な
が
ら
'
一
枚
岩
的
体
制
を
形
成
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
｡
パ
ー
ル
ミ
ュ
ツ

タ
-

(A
m
os
P
eユ
m
utter)
は
､
こ
の
よ
う
な
体
制
を

｢衛
兵
的
協
同
国
家
主
義
｣
(p
r
aeto
rian
corp
ora
tism
)
と
呼
称

(18
)

す
る
｡
す
な
わ
ち
､
社
会
の
諸
集
団
を
国
家
に
連
結
す
る
軍
部
主
導
型
の
協
同
国
家
体
制
で
あ
る

｡彼
は
､
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
｡｢最

近
の
二
〇
年
間
で
､
と
か
-
有
効
性
と
機
能
性
に
欠
け
る
衛
兵
国
家
の
中
で
､
最
も
安
定
し
･て
い
る
の
は
､;
i

N
ち
が
い
な

く
協
同
主
義
的
な
衛
兵
国
家
で
あ
る
｡
六
六
年
以
降
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
､
七
〇
年
代
以
降
の
ペ
ル
ー
'
七
三
年
以
降

の
チ
リ
は
､
近
代
的
な
集
団
や
構
造
-

軍
隊
､
官
僚
制
､
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
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表1 先進藷国と発展途上祐国の武器輸入

(1969-1978年)

(単位 :10億 ドル)

年 度 先 進 諸 国 発展途上諸国 計

1969 3.2 6.2 9.4
1970 2.7 6.4 9.1
1971 2.5 6,9 9.4
1972 4.4 10.3 14.7
1973 ~4_6 13.0 17.6
1974 4.1 10.2 14.3
1975 3.9 10.1 14.0
1976 4.4 12.9 - 17.3
1977 4.1 15.2 19.3
1978 3.6 15.5 19.1

出典 :AndrewJ.Pierre,771eGlobalPoliticsof

AymsSales,1982,P.ll.

ト
'
産
業
資
本
家
､
組
合
幹
部
-

の
連
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
衛
兵

体
制
が
､
政
治
的
持
続
に
と
っ
て

(必
ず
し
も
正
統
性
に
と
っ
て
で
は
な

(19
)

い
)､
よ
り
よ
い
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
を
証
明
す

る

｣

｡

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る

｢新
秩
序
｣
の
国
家
体
制
も
､
ま
さ
に
こ
う

し
た
協
同
国
家
体
制
を
め
ざ
す
典
型
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
体
制
を
外
か

ら
支
え
て
い
る
の
が
､
先
進
諸
国
の
武
器
輸
出
で
あ
る
｡

表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
先
進
諸
国
の
輸
入
額
は
微
増
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
に
､
発
展
途
上
国
の
武
器
輸
入
額
は
､
六
九
年
か
ら
七
八
年
ま

(20
)

で
の
一
〇
年
間
で
､
二
･
五
倍
に
増
え
て
い
る
｡
ち
な
み
に
'
ア
メ
リ
カ

(21
)

の
武
器
輸
出
額
は
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
約

二

t倍
に
急
増
し
て
い
る
｡
ア
メ



リ
カ
と
並
ぶ
武
器
輸
出
大
国
の
ソ
連
も
､
同
様
で
あ
ろ
う
｡
第
三
世
界
は
､
先
端
技
術
の
集
約
さ
れ
た
軍
需
産
業
に
'
願
っ
て
も

な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
る
｡

こ
う
し
た
体
制
は
､
確
か
に
国
家
形
成
と
そ
の
長
期
的
安
定
に
は
大
い
に
寄
与
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
'
し
か
し
そ
の
反
面
で
､

さ
卦
ざ
ま
な
乳
韓
を
生
じ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
.
反
体
制
派

へ
の
弾
圧
､
人
権
操
踊
､
要
人
の
暗
殺
､
言
論
の
自
由

の
制
限
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
｡

四

展
望
に
か
え
て

新
生
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
､
急
激
な
民
主
化
は
国
家
基
盤
そ
の
も
の
を
揺
る
が
す
危
険
性
が
あ
る
｡
民
主
化
が
漸
進
的
に

(22
)

首
尾
よ
-
遂
行
さ
れ
る
た
め
に
は
'
時
間
と
忍
耐
を
要
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
､
国
家
基
盤
が
弱
体
で
あ
っ
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
二
〇
年
余
に
わ
た
る
ス
ハ
ル
ト
軍
事
体
制
が
､
早
急
な
国
家
統
合
や
国
家
建
設
の
た
め
に
､

一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
｡
し
か
し
そ
の
反
面
'
大
衆
の
自
発
的
な
参
加
が
な
-
､
む
し
ろ
下
か
ら
の
抵
抗
を
封
じ
こ
め
る

形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
軍
部
と
官
僚
の
連
合
体
制
が
長
引
-
ほ
ど
､
都
市
と
農
村
､
支
配
者
と
被
支
配
者
の
二
重
構
造
が
固
定
化

し
､
大
衆
は
始
終
､
監
視
体
制
に
脅
か
さ
れ
て
､
社
会
的
活
力
も
停
滞
し
て
し
ま
う
｡

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
､
難
問
が
山
積
す
る
発
展
途
上
諸
国
の
厳
し
い
現
状
を
打
開
す
る
の
は
､
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
高
ま
り
の
中
で
､

一
般
大
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
え
た
彼
ら
自
身
の
強
靭
な
自
助

･
自
立
の
精
神
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

軍
事
支
配
が
圧
倒
的
だ
っ
た
中
南
米
で
も
､

一
九
七
九
年
の
エ
ク
ア
ド
ル
の
民
政
移
管
を
皮
切
り
に
､
八

〇
年
ペ
ル
ー
､
八

一

年
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
､
八
二
年
ボ
リ
ビ
ア
､
八
三
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
'
八
五
年
ブ
ラ
ジ
ル
'
ウ
ル
グ
ァ
ィ
､
八
六
年
グ
ァ
テ
マ
ラ
､
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(23
)

八
八
年
ス
リ
ナ
ム
､
チ
リ
と
民
政
復
活
が
相
次
ぎ
､
現
在
､
中
南
米
の
九

〇
%
が
民
主
化
し
た
と
い
わ
れ
る
｡

こ
う
し
た
中
南
米
の
民
主
化
の
波
が
､
太
平
洋
を
こ
え
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
み
な
ら
ず
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
押
し
寄
せ
て
く
る

日
も
遠
-
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
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